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研究成果の概要（和文）：医療スタッフが認知症予防カフェを開催し、認知症患者とその家族、軽度認知障害
者、地域高齢者が共に集い、医療ミニレクチャーを交えて、歌唱、音楽体操を中心に、気軽なよろず相談やおし
ゃべりができるカフェプログラムを月１回、1時間実践した。気分、満足度、脳波、継続の理由、介護負担軽減
効果を調査した結果、参加者は参加満足度が高く、継続性に繋がり、生活全体が活性化し、患者の周囲への関わ
りや認知度は増加した。同伴する介護家族は、患者の体調や脳機能が参加前より良い状態であることを認識して
満足度が増加し、また介護家族自身もプログラムを楽しみながら継続参加することにより心身の介護負担が軽減
する傾向が見られた。

研究成果の概要（英文）：A dementia prevention cafe run by medical staff was held at the university 
hospital, and a cafe program was held once a month for one hour where dementia patients and their 
families, people with mild cognitive disabilities, and the elderly in the community could gather 
together and have casual consultations and chats, focusing on singing and musical gymnastics, with a
 medical mini-lecture. As a result of measuring electroencephalogram measurements, mood surveys, 
satisfaction, and the effect of reducing the burden of caregiving, participants were more satisfied 
with participation, which led to continuity, overall life vitality, and increased involvement and 
awareness of the patient's surroundings. By continuing to participate in the cafe program together, 
the caregiver family members themselves tended to reduce the burden of physical and mental care by 
continuing to participate in the program while enjoying the program.

研究分野： 音楽や音楽運動による認知症予防効果

キーワード： 認知症予防　高齢者　音楽体操　歌唱　カフェプログラム　介護負担軽減効果
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研究成果の学術的意義や社会的意義
認知症患者と介護家族や地域高齢者が気軽に立ち寄れる「認知症カフェ」の役割に着目し、研究代表者らが作成
した音楽運動療法DVD教材を活用して、音楽を中心とした参加型音楽カフェプログラムを実施し、参加者同士の
交流や生活の活性化、認知症予防効果や家族の介護負担軽減効果に繋がるかを評価した。
誰もが手軽にDVD教材を活用し提供できる参加型音楽カフェプログラムは、脳機能や運動機能の衰えた高齢者の
脳や心身を活性化させるだけでなく、認知症患者や介護家族と周囲との交流や患者の不安軽減、リラックスや参
加継続に繋がることから、地域交流拠点における、取組み易く安全で効果的な認知症予防対策となる可能性が示
唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
（１）研究代表者らが構築した音楽運動療法プログラム(Group Exercise with Music Therapy  

by Oguchi Method:GEMTOM)は､運動療法と音楽療法を駆使した音楽体操プログラムで､参加者は 

音楽や仲間と共に体操することを楽しいと感じて継続し､日常生活機能の向上に繫がることが報

告されている 1)。心身へのリラックス効果やリハビリ効果に加えて、参加者の継続意欲が高い

点が注目され､現場の要望に基づき、科研費を得て音楽運動療法視聴覚教材（DVD）が作成され

た（図 1）。これまでに虚弱高齢者のみならず、脳血管障害後遺症の麻痺や心身の障害を持つ人

(第 15 回,第 16 回日本音楽療法学会発表.2015,2016)、発達障害患者（第 17 回環太平洋精神医

学会発表.2016）などに音楽運動療法プログラムを実施した結果、気分や体調がよいだけでな

く、心身の機能維持や機能回復の兆しが見られた 2,3)。有酸素運動により海馬の面積が増加する

という報告 4)等があり、運動による認知症予防効果は注目されている。音楽の認知症に関する

研究では、周辺症状への効果を示した報告が多く 5)、音楽と運動を組合せた音楽運動療法によ

る認知症予防効果の研究は少ない 6)が、最近では、音楽に合わせた軽運動の脳に対する効果の

報告 7)や、音楽を聴いている時は、認知症の人も健常者と同じように脳内のネットワークが活

発化しているとの脳磁図の結果 8)も見られる。研究代表者らのこれまでの研究 9,10)から、研究

代表者らが構築した音楽と運動を組合せた音楽運動療法プログラムは、音楽や運動をそれぞれ

単独に用いるよりも認知症予防効果が高いのではないかと考えるに至った（図 2）。 

2012 年に認知症施策の『認知症施策推進 5か年計画（オレンジプラン）』が発表され、その

モデル事業ではじめて「認知症カフェ」という名称が用いられた。その後、2015 年策定の『認

知症施策推進総合戦略〜認知症高齢者等にやさしい地域づくりに向けて（新オレンジプラン）』
11)に主な政策として位置づけられたことから急速に広まり、現在も全国で設置の動きが進んで

いる。2019 年 6 月に決定された『認知症施策推進大綱（概要）』12)では「認知症の発症を遅ら

せ、認知症になっても希望を持って日常生活を過ごせる社会を目指し、認知症の人や家族の視

点を重視しながら「共生」と「予防」を車の両輪として施策を推進する」としており、具体的

な施策の 5つの柱の 1つに、高齢者が身近で通える「通いの場」の拡充、つまり具体的には

「認知症カフェ」を全市町村に普及させるという目標を掲げた。2023 年の「『認知症施策推進

大綱』の進捗状況と今後」13)によると、2021 年に全国市町村の認知症カフェ普及率は 1543 市

町村(88.6%)、7904 箇所となった。運営形体や内容は自治体や地域の主催者に任されており内

容は様々で、認知症カフェを運営する関係者の中には、集うことや交流することで高齢者の引

きこもり予防には役立っているが、内容にもう少し変化を持たせたいと考えている人も少なく

ない。また、ボランティアベースで運営されているため、継続費用や認知症予防効果の判定が 

容易ではないと感じている関係者も少なくない。音楽の認知症に対するエピソード（図 3）や 

図 1.DVD「わくわく音楽運動療法」 図 2.音楽運動療法概念図   図 3.DVD「私たちの認知症合唱団」 



カフェのプログラム内容と認知症予防効果や介護負担軽減効果などを検討した報告は少ないこ

とから、音楽運動療法 DVD 教材活用した参加型音楽カフェプログラムを構築してカフェを運営

し、その認知症予防効果を探ることとした。 
 
２．研究の目的 
本研究は、認知症患者と介護家族や地域高齢者が気軽に立ち寄れる通称「認知症カフェ」の役

割に着目し、医療専門職が運営する、音楽を中心とした参加型音楽カフェプログラムが、参加

者同士の交流や生活の活性化、認知症予防効果や家族の介護負担軽減効果に繋がるかを評価し

すると同時に、参加者の脳波を測定して、歌唱や音楽体操による脳機能の活性化や鎮静化を評

価し、参加型音楽カフェプログラムの認知症予防効果について検討することを目的とした。 

 
３．研究の方法 
(1)認知症カフェは､大学病院を受診する認知症患者と介護家族および地域高齢者など各回 5-6

名を対象として､医師､看護師､薬剤師､歯科衛生士などにより 2022 年 12 月より 18 か月間、感染

状況を鑑みながら、月 1回 60 分間､ほぼ定期的に開催された（写真 1）。カフェプログラムは①

医療ミニレクチャー:10 分間、②風景や歌詞画像と CD を活用した歌唱(季節の唱歌):15 分間、

③よろず相談＆お喋り:15 分間、④DVD 教材を活用した音楽体操(ソーラン節、他):15 分間、⑤

DVD 教材を活用した音楽呼吸法:5 分間から成る（表 1）。 

表 1.音楽カフェプログラム内容    写真 1.音楽カフェプログラム実施風景 

 

(2)参加者の主観的評価として、参加初回時に生活調査、2回目に認知機能と生活機能調査、4

回目に継続理由、各回の終了時には参加満足度をアンケート調査し､経過観察を行った。認知機

能と生活機能調査、継続理由については 3～4か月ごとに調査した。 

 

(3)参加者の音楽に対する客観的な指標として、歌唱と音楽体操前後での脳波を測定し、 

同時に主観的な気分調査を実施した。 
 
４．研究成果 

(1)各回のカフェ終了時の参加者の満足度および継続意欲は高く､プログラムは好評であった。

音楽体操、歌唱は楽しく気分が良いので来ると答え、音楽カフェプログラムの評価は高かっ

た。参加者の生活は､全般的に活性化され､DASC による認知機能と生活機能調査および MMSE に

よる患者の認知度調査において､参加者の認知機能と生活機能は維持又は改善されていた。或る

参加患者はカフェに来るために介護者と共にウォーキングを開始し､体力､周囲への関心､口数が

増加し､表情が豊かになり､介護家族の介護負担軽減に繋がった。 

 

(2)参加者の音楽に対する客観的指標として歌唱と音楽体操前後での脳波と、主観的な気分調査

音楽カフェプログラム内容 時間

1 ミニレクチャー 10分

2 歌唱 15分

3 相談＆おしゃべり 15分

4 音楽体操 15分

5 呼吸法 5分

計 60分



を実施した。参加者が音楽カフェプログラムにまだ慣れていない参加当初の時点においても、

歌唱後にはα波に増加傾向が見られ、音楽体操後にはβ波の増加傾向が見られた。気分調査に

おいては、歌唱後、音楽体操後、共に快気分は増加し、とても気持ちがよい、すっきりしたと

いう回答が得られた（図 4.図 5）。 

 
図 4.歌唱時と安静時の気分変化           図 5.音楽体操時と安静時の気分変化 

 

(3)2020 年～2022 年の期間はコロナ禍の影響で高齢者対象の認知症予防カフェは開催できなか

った。代替策として、大学が地域住民に向けて開催するリカレントカレッジにおいて、認知症

患者へのサポートを希望する地域住民または介護家族を対象として「音楽や運動の活用と祖母

効果～認知症予防や ADL 回復への活用性を探る」という講座を立ち上げ、認知症予防に関する

音楽や運動の効果や提供方法についてセミナーを実施した（図 6.図 7）。セミナー初回時に参加

者の目標内容と目標達成の期待値についてアンケート調査を実施し、セミナー最終日に初回時

に設定した目標の達成度についてアンケート調査を実施した。目標達成度は初回時の目標への

期待度に比べて大幅に上昇しており、参加者の満足度は高かった。一部の参加者は、その後、

地域高齢者や認知症家族に対して、セミナーで習得した音楽や音楽体操の提供方法を実践して

いる。音楽を活用した認知症患者へのサポート方法を指導するセミナーは、受講者に理解さ

れ、有用であったと考えられる（第 23 回日本音楽療法学会発表.2023）。 

 
図 6.WEB 配信と対面型の両形式による講座の開講案内と募集       図 7.講座内容 

 

(4)英国公共放送 BBC Studios 制作の DVD「私たちの認知症合唱団 1&2」（図 3）は、認知症患者 

が合唱団を結成し、定期的に練習して大衆の前で歌うことにより、周囲とのコミュニケーショ

ンが再び可能になり、病気発症前のような人間らしさを取り戻し、家族との絆が深まったとい

う内容である。脳磁図など最先端の科学技術によるエビデンスを盛り込んだヒューマンドキュ

メントであるが、研究代表者がその DVD の翻訳監修を行ったところ、東京都 S区の図書館か

ら、「現在、図書館スタッフによる「認知症カフェ」を区内 5-6 か所で開催しており、DVD の内

容や音楽の認知症予防効果について講演してほしい」という依頼を受け、区内複数個所の図書

館職員と地域住民を対象に図書館主催のセミナーを開催した。    

 



(5)S 区の各地域にある認知症カフェ連絡協議会においても同様の依頼を受けて講演した。カフ

ェを運営するスタッフからは、カフェ運営において、毎回プログラムを企画するのは困難であ

るとの相談を受けた。そこで、研究代表者らが 2013-2015 年度の科学研究費を得て作成した

「わくわく音楽運動療法」DVD 教材（図 1）を自治体が購入して貸し出すことになり、DVD 教材

は S 区内各地域の認知症カフェにおいても円滑な運営に役立っている。 

以上より医療専門職が運営する認知症カフェにおいて、医療ミニレクチャーにより参加者の

漠然とした健康不安は軽減され、スクリーンの画像を見ながらの歌唱の実施は季節感や懐かし

さによる自己肯定感を呼び起こし参加者全体のお喋りや連帯感を促した。DVD 教材の画像を見

ながら音楽に合わせて運動する音楽体操は、理解力や運動機能の衰えた患者を含む高齢者のほ

どよい運動となり、気分や体調が良いことが継続参加を促し、参加者同士の交流や生活の活性

化に繋がり、ひいては認知症予防効果や介護負担軽減効果に繋がったものと考えられる。この

ように、映像による視覚刺激、音楽による聴覚刺激、体操による触覚刺激、カフェでの嗅覚刺

激や味覚刺激などが混在することで、参加者の五感は活発に働き、脳機能は活性化やリラック

スの状態に誘導され、楽しいと感じ、継続に繋がったものと考えられる。参加型音楽カフェプ

ログラムは、参加者の介護予防や認知症予防に役立つだけでなく、参加介護家族の介護負担軽

減にも繋がる可能性が示唆された。 
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